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編集後記・最近の計算機環境の発展は，パソコン並みの ワークの発展により，電子メールやNEWSが世界中に

価格で数十MI P S のワークステーションが買えたり， 高速に伝播する利便性を，計算機の専門の人ばかりでな

ネットワークが秒速ギガ単位で可能になるなど「秒進分 く一般の研究者も十分享受できるようになってきていま

歩」といえる状況です.このような高速なネットワーク す.しかし，あまりにも多くの情報が手に入り，その内

が2015年までに導入され，その時どのような需要が発生 容の真偽が不明では混乱するばかりです.このような問

しうるかを考える検討会までも開かれているときかれま 題に対する解決案が今回の特集では紹介されています.

す・今回の特集は， I集団合意形成」にこの技術を応用し Information Lens などのグループウェアと呼ばれる

ようとするチャレンジングなテーマです.一般にわが国 プログラムで情報の取捨選択が行なわれるそうです・計

の企業経営は「根回しJ など合意形成が大変うまく行な 算機および通信技術の急速な発展でわれわれに入力され

われているといわれています.しかし一方，都市再開発 る情報はいちじるしく増加しています.情報の整理を可

などの公共施設の建設に合意形成が成功するなら，交通 能とする理論とそれをインプリメンテーションする情報

渋滞や劣悪な居住環境はもう少しましなものになるので 処理技術があいまって発達することによって素晴らしい

はないて、しょうか.また高度に情報化されているはずの 技術が社会に受け入れられるようになるのでしょう.

一流金融機関が，単純な偽の証書で巨額の損失を被った (浦谷 規)

最近の金融不祥事は，情報化社会の問題点があらためて

問われることになったのでしょう・ 2 ンピュータネット
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